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市長日記市長日記

　11月 29日と 30日の 2日間、情報科学高校で「第
10回情報ＩＴフェア」が開催されました。生徒た
ちは日頃の学びを生かし、プログラミングや自作
ゲーム、生成ＡＩなどを体験できる様々なコーナー
を企画・運営しました。
　実行委員長を務めた3年生の程

ほどぐち

口杏
あん

さんは、「「情
報ＩＴフェア企画班」を中心に、授業などを通して
準備を進めてきました。学んだ知識を生かして、地
域の皆さんに楽しんでもらえたらうれしいです」と
話しました。
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▲「予期せぬ困難は私たちの力に変わります」と、
山中鹿介の「七難八苦」を引用して語りました。

　12月６日、伯太中央交流センターで人権フェス
ティバル「つなげて未来や 2025in はくた」を開催
しました。
　ウズベキスタン出身のタレントで、起業家・世田
谷区議会議員のオルズグルさんは、外国人や女性ゆ
えに就職や部屋探しで困難に直面した経験を紹介。
文化の違いや多様性をプラスに変え、共生・共助社
会を目指すことの大切さを語りました。
　誰もが自分らしく生きる未来を築くためには、私
たち一人一人の歩み寄りが大切です。

このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

今月の1枚

　やすぎ図書館クリスマス会。ハンドベルの音色や大
型絵本の読み聞かせに、子どもたちは興味津々でした。
「10 人のサンタ」の物語に指をさして答えたり、最後
にはプレゼントをもらったりと、会場は賑やかな雰囲
気に包まれました。　　　12月 21 日：やすぎ図書館

◀
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地域福祉の要です
　12 月 10 日、民生委員・児童委員（主任
児童委員）、生活相談員に任命された 125人
の委員の皆さんへ委嘱状をお渡ししました。
　近年、地域社会を取り巻く環境は大きく
変化し、地域が抱える生活・福祉の課題も
複雑化しています。委員の皆さんの協力を
得ながら、安心して暮らし続けられるまち
づくりを目指します。

▲タブレットで小さなロボットを動かすプログ
ラミング体験。子どもたちに大人気でした。



9 2026 月号2

　「スローショッピング」とは、高齢者や認知症の
方が自分のペースでゆっくりと買い物を楽しむため
の取り組みです。12月10日、県内で初となるスロー
ショッピング体験会がファミリーマート安来広瀬店
で開催されました。
　当日は、日頃デイサービスなどを利用している
70歳代から 100歳代の方々が参加。施設職員の見
守りのもと、買い物を楽しみました。参加者は「い
つもは家族が買い物してくれるけれど、自分で選べ
るのはいい」と笑顔で話しました。

▲参加者専用のレジが設けられ、後ろの人を気
にせずゆっくり会計も行えました。

ゆ
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▲全国初の取り組みで、すでに５症例の診療に
役立っています。（12 月４日記者説明会の様子）
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　12月 14日、安来節演芸館で「安来節演芸館まつ
り」が開催されました。市民に親しんでもらおうと
入場無料で開催され、3団体による安来節の公演や、
山陰を拠点に活躍するアイドル「甘酸っぱいリズム」
のステージが会場を賑わせました。
　体験コーナーでは島根県観光キャラクター「しま
ねっこ」とどじょうすくい踊りに挑戦。倉吉市から
来た小学校 3年生の大

お お た

田弥
み は る

陽さんは「格好は面白
かったけど、楽しかった。しまねっこと一緒に踊れ
てよかった」と話し、伝統芸能を満喫していました。

▲安来節「踊りの部」２級の腕前を持つしまねっ
こ。参加者と息の合った踊りを披露しました。

▲「太さをそろえるのが難しい」とはじめは苦
戦しつつも、食を通じた交流を楽しみました。

「
そ
ば
打
ち
」
で
国
際
交
流

　12月 13日、安来中央交流センターで、多文化共
生イベント「そば打ちを体験してみよう」を開催し
ました。中国、ベトナム、アメリカなど 6か国 15
人の外国人と、日本人 10人が参加。地域住民らが
講師となり、そば粉をこねるところからそば打ちを
体験しました。
　参加したベトナム出身のタインさんは、「国や職
業の違う皆さんと交流できて貴重な経験だった。そ
ばの作り方も学べて良かった」と笑顔で話し、他の
参加者との親睦を深めました。

　11月から、市立病院の救急外来と鳥取大学医学
部附属病院高度救命救急センターをリアルタイムで
つなぐ「救急外来における遠隔診療コンサルテー
ション」の運用を開始しました。
　市立病院へ搬送された重症や判断の難しい患者さ
んに対し、鳥大病院の救急医が専用アプリのカメラ
を通じて様子やモニター波形などを確認します。遠
隔で診療の助言や転院の必要性を判断するなどの支
援を受けることで、専門医不足を補い、より安心で
信頼される地域医療体制を目指します。
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